
年度 2009 学期  後期 曜日・校時      火 ・1 必修選択    必修 単位数  １ 

授業科目/(英語名) 英語コミュニケーションⅢ 
（English CommunicationⅢ） 

対象年次  2 年次 講義形態  演習 教室  

対象学生(クラス等)             2Kd 科目分類   外国語科目（英語） 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 
担当教員： 山崎有介/Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：pro-1223@ngs2.cncm.ne.jp/研究室：非常勤講師室/オフィスアワー：授業終了時 

担当教員(オム
ニバス科目等) 

 
 

授業のねらい/授業方法（学習指導法）/授業到達目標 
授業のねらい： 「聞き取り・書き取り・翻訳・音読」といった基本的な技能を養いながら、「役に立つ英語・使える英語」を身に

つけてほしい。 
 
授業方法： 毎回 1 章ずつ読み進めていくので、必ず予習すること。 
 
授業到達目標： 無理なく通常の英文が読め、聴覚力を養うことで、発音の向上を目指し、英語における表現力を豊かにした

い。TOEIC や英検などの資格試験のスキルアップにも役立てたい。 
 
 

授業内容(概要) /授業内容(毎週毎の授業内容を含む) 
授業内容（概要） 
 予習に基づく語彙の確認→Passage→Repeat→Overlapping→Shadowing により、hearing・memorization・
articulatory skill の習得を行う。 
 

第1回 オリエンテーション（Introduction） 
第2回 Unit 1 音声の知識１ Passage No.1  Flowers 
第3回 Unit 2 音声の知識２ Passage No.2  Dolphins 
第4回 Unit 3 音声の知識３ Passage No.3  The Leaning Tower of Pisa 
第5回 Unit 4 音声の知識４ Passage No.4  Cosmetics 
第6回 Unit 5 音声の知識５ Passage No.5  Sakhalin Dogs Stranded at the South Pole 
第7回 Unit 6 音声の知識６ Passage No.6  A Train Journey 
第8回 中間としてのまとめ 
第9回 Unit 7 音声の知識７ Passage No.7  Charley the Paleontologist 
第10回 Unit 8 音声の知識８ Passage No.8  Crows 
第11回 Unit 9 音声の知識９ Passage No.9  Near Miss 
第12回 Unit 10 音声の知識 10  Conversation No.10  Husband, John& Wife, Barbara 
第13回 Unit 11 音声の知識 11  Conversation No.11  Anna and the London Taxi Driver 
第14回 Passage と Conversation の復習 
第15回 全体としてのまとめ（定期試験を含む） 

 
キーワード  
教科書・教材・参考書 
 
 

 
EASY English Listening & Dictation （Asahi Press） 
 

成績評価の方法・基
準等 

 
○定期試験 50％、中間試験 30％、小試験 10％、授業への姿勢(予習・発言・質問)10％ 
 

受講要件(履修条件)  
 

本科目の位置づけ 

/学習・教育目標 

 
 

備考(準備学習等)  
 

 


